
138

彼

岡

岸　　の　　鹿

野　他　家　夫

自治も　櫻も貰ふ　彼岸かな

今日ひがん　菩提・の種を　ま’く日かな
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　「暑さ塞さも彼岸まで」といふが，今，こ」に手近な古苫などに見える文厭を

主として，いさ」かこの彼岸といふ事に就いて書きしるしてみやうと思ふ．

　彼岸といふのは，もと梵語（Paramita）一波羅密多からきた事で，佛語「到

彼岸」2Pち諸声｝の地一三繋の境界をいふのである．「二二名義集」に…＿波隷

密多諸経論中多醐到彼尾，生死電此ナ芒，浬漿蝿彼1｛シ煩悩穐中淀，菩薩塁無相

知恵，遍仰定舟趙～從生死此面．，故知理二二明波羅毎一とあり，なぼ「，C、

旧注」や「駆血維」などに披ってその本義を問明することができる．天竺では

春秋の二分ぱ，ll正束に川でて正ll可に波するが故・これを時正といふこと，3ζ

唐土にても，1年を2季に分ちてイド秋と名づくることは「左傳」などの書に就

て見るのである・

　我國では無論これを暦書に書加へて季節の名目として，春分，秋分の日を中

日とし・その前後各3日，合せて7日間を彼岸と乱するのは上知のことである

が，それがVbつの頃から始まったか，「暦林間盆山」はじめ，これまでの書に就

いても擦るべき確設のないことは天野信泉も「二三」に述べてみるところであ

る・しかし古人の書を披くと，“けふ出つる春の牛の二日こそまさしき西の：方は

さすらめ一この歌彼岸の中「1をよめるなり，晋時正璽日相遡，得峨遠道．と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　り

いへり・除の時は日の巡に偏あり・彼岸は四時のうちに東より出て直に西へ入

る節なり・されば人の心も正にして日に随って西方を念ずといふ心なるべし，

叉西方を佛．一1：といふも物の極まりおさまる事四方のうちに西なればなり，不動

無疑の儀を示すなり・一夜ひるのひとしき秋になりにけり春の牛を今そと思

へば一一この歌ぱ秋の彼岸なり・蝕のnf，は書夜に不同あり彼岸は叢50刻夜50刻

なり．「彼㍑経」にも，叢夜齊等些爾崖・左右均等．云々とあり・1年を四季に

分ても誠は有二秀夏ぱ春の鹸・4～は秋の籐なり・夏は長けれども赤の日永し

といひ，冬ゆ臼短けれども秋の口短しとv・ふ”一などs見えて，主としてこ
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れを時節の名四として考へてきたのである．

　三三で，彼岸に侶’家が彼岸會を修する事は古來の慣習となってみる・野土で

も，吐日といって春秋に二度土の紳を祭る行事：がある．春ぱ農事の良好ならん

ことを所り，秋はその恩徳を報謝する爲にであらう．が我國で解引してみる彼

岸あるひは彼岸會とV・ふ棄は，天竺にも唐土にも無かったといふ事は古來既に

貝原好古や村瀬楮亭も読破してみるのである・

　この彼岸會の起つたのはいつの時代かとたつねると「1］本後半」延暦25年2

月置宮符（太政官ヨリ下セル公文）に記されてある一諸國國分寺の僧をして，．

春秋二仲月，別七日天皇のために金剛般若経を轄讃せしめた一云々の事をも

つてその起源なりとする「盤尻」の著著の説がまつ今のところ信ずべきものと

思はれる．彼はその著に一一一いふ春秋二仲一七日佛事，蓋和俗彼岸愈槽輿鰍，

讃金剛般若経而野営，然延暦二十五年春分中日也，彼提琴の始め也と見えた

り．この設IEしく倫徒などか附會の論とは懸隔せり一一云々と・

　然しいつれにせよ，彼岸は1年四季の中で，もっともよき時節であって，こ

の幾日かをトして繹家は，施餓鬼その他の勤行を修し，上聞では，牡丹餅，團

子などを造り佛に供へ，叉近隣親戚などへ購際するに至った慣例はあながち排

すべき事でもなからう．「大智度論」にも一一彼岸一日の善は籐の百日の善にま

さる一とすら設述されてあるほどだから・

　彼岸といふ一つの事に就V・てもまだまだ古來種々雑多の記号文学もあるであ

らう．あわた円しい我々現代人は一部の學者，好事家を別とした一日常口の

端にいひ古してみる一小顔事に關しても，その事物の起源，由下等には迂かつ

な場合がすくなくない．それで大方好事家の温知のしるべにもとこNに，彼岸

に關する事柄の見える書物の名の一部を，自分の畳え書から抜き書しておかう

と思ふ．
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